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施 大 事 項 地球温暖化対策に対する取組み

策 中 事 項 環境負荷の小さい交通体系の構築 交通政策部

名 小 事 項 公共交通機関の確保維持改善、活性化･再生

［公共交通確保維持改善］

地域公共交通確保維持改善事業

施 地球温暖化対策等環境に配慮した交通政策の重要性が高まる中、環境負荷の少な

策 い公共交通の利用促進を図り、生活交通の存続が危機に瀕している地域等におい

の て、地域の特性・実情に最適な移動手段が提供され、また、バリアフリー化やより

概 制約の少ないシステムの導入等移動に当たっての様々な障害の解消等がされるよう

要 地域公共交通の確保・維持・改善を支援する。

平成27年度中に「地域公共交通網形成計画」を策定予定の自治体については、現

地視察や協議を行い、計画策定への現状認識の共有や各種アドバイス等を行ってい

る。また、その他の自治体についても、法定協議会への参画や計画策定にあたって

の協議を適宜行っている。今後も計画策定に向けた自治体に対する支援を積極的に

行っていく。
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＜支援の内容＞
○ 地域公共交通網形成計画等の策定に係る調査

○ 地域公共交通再編実施計画の
策定に係る調査

＜支援の内容＞
○ 国の認定を受けた地域公共交通再編実施計画
に基づく事業の実施

・バス路線の再編

・デマンド型等の多様なサービスの導入

・ＬＲＴ・ＢＲＴの高度化

・地域鉄道の上下分離等

地域公共交通ネットワーク再編の促進
＜支援の内容＞

○ 過疎地域等におけるバス、デマンドタクシーの運行

○ バス車両の更新等

○ 離島航路・航空路の運航

地域の特性に応じた生活交通の確保維持

＜支援の内容＞

○ 鉄道駅におけるホームドア・エレベーターの整備、
ノンステップバスの導入等

○ ＬＲＴ・ＢＲＴの整備、ＩＣカードの導入・活用等

○ 地域鉄道の安全性向上に資する設備の更新等

＜支援の内容＞
○ 被災地の幹線バスの運行 ○ 仮設住宅等を巡る地域内バス等の運行

快適で安全な公共交通の構築

【東日本大震災対応】被災地のバス交通等に対する柔軟な支援

地域公共交通ネットワーク形成に向けた計画策定の後押し

平成２７年度予算額 ２９０億円（対前年度比０．９５）
※Ｈ２６補正を含め３５８億円（対前年度比１．１７）

平成２７年度予算額 ２１億円
（東日本大震災復興特別会計：復興庁一括計上分）
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国の認定

コンパクト＋ネットワークの実現にとって不可欠な地域公共交通ネットワークの
再構築に向けた取組みを支援
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2６ 「地域公共交通確保維持改善事業」による支援を受けた事業については、毎年

年 度、協議会において、事業の実施状況の確認、評価を行う必要がある。

度 なお、九州において評価を行った協議会は、１３８件である。

の

実

績

と

評

価

福岡県福岡市

福岡県朝倉市

熊本県水俣市

熊本県八代市

○コンパクトで持続可能なユニバーサル都市・福岡を支える交通の実現に向け、福岡市都市交通基本計画
（平成２６年度策定）を踏まえ、鉄道や基幹的なバスで都心部需要をカバーし、支線バスなどで面的サービ
スを確保することにより、公共交通ネットワークの再構築に取り組んでいる。

自治体名 概　　　要

平成26年度　地域公共交通網形成計画の提出状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２7年３月３１日時点

○公共交通機関の連携や交通体系の見直しを通して、持続可能な公共交通体系を確立する。
○まちづくり施策、観光施策など地域戦略と一体となり、交流と賑わいを支える公共交通づくりを推進する。

○公共交通の利用促進を図るため、バス等の運行ルートやダイヤの見直し、駅などの乗り継ぎ拠点の機能
強化を図る。
○新水俣駅のバス接続強化をするため、新水俣駅ー市街地間を結ぶ系統の新設を検討する。

　平成２６年度において、「地域公共交通網形成計画」を提出した自治体は４市である。

○持続可能な交通体系の構築に向けた総合的な計画を策定する。
○様々な交通機関（路線バス、乗合タクシー、市街地循環バス等）の役割分担を明確にしながら、効果的・
効率的な公共交通ネットワークを構築する。


